
食物アレルギー発症時の対応 

 

アナフィラキシーとは、即時型アレルギー（30分以内）の総称で、多臓器に症状が現われショック状態を引き起 

こし、非常に短時間のうちに重篤な状態に至ることがある。 

アナフィラキシー等事故発生時役割分担表を参考に、緊急時に備えて、誰が発見者になった場合でも適切な対応を 

とれるように教職員全体が情報を共有し、役割分担、エピペン、AED等の保管場所を明確にしておく必要がある。 

また、食物アレルギーの個人対応票を作成し、保管場所など教職員全体で確認しておく。 

 

（１） 校長・副校長の対応 

 ア 情報を収集し、状況の把握をする。 

 イ 救急車要請などの判断をし、緊急時の役割分担に沿って的確に指示する。 

 ウ 救急車要請をした場合は、救急車の動線確保と児童の安全確保について指示する。 

 エ 食物アレルギー症状を発症した場合は、電話にて学務課に電話にて連絡し、事故報告書を提出する。 

 オ 食物アレルギー症状を発症し、救急車要請をした場合は、電話にて指導室に連絡する。 

 

（２） 初期対応 

 ・アレルギーの原因となるものを口にした ⇒ できるだけ吐かせ、口をすすがせる。 

 ・アレルギーの原因となるものが皮膚についた ⇒ その部位をよく洗い流す。 

 

（３）症状の現れ方と対応（対応については、事前に保護者と確認しておく。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼吸器症状 

循環器症状 

消化器症状 

軽いかゆみ 

数個のじんま疹 

部分的な赤み 

 

明らかに元気がない 

中等度の腹痛 

１～２回の嘔吐、下痢 

軽い腹痛 

吐き気 

だるさ 

 

目のかゆみ、充血 

口の中の違和感、腫れ 

強い腹痛（がまんできない） 

くりかえす嘔吐、下痢 

目・口症状 

皮膚症状 

顔全体の腫れ 

まぶたの腫れ 

ぐったり、意識もうろう 

尿や便をもらす 

唇や爪が青白い 

脈が触れにくい、不規則 

強いかゆみ 

全身のじんま疹 

全身の赤み 

 

のどや胸がしめつけ感 

声がれ、犬がほえるような咳 

持続する咳こみ 

息がしにくい、ゼーゼーする

呼吸 

 

 

くしゃみ、鼻水 

鼻づまり 
数回の軽い咳 

＊保健室の電話横に、食物アレ

ルギー個人票（ファイル）を

設置。 

養護教諭不在時でも、ファ

イルを見て、適切な対応や

連絡をお願いします。 

 

・内服薬を飲ませる。 

・安静にし、1時間は 

注意深く経過観察。 

症状の改善がなけれ

ば受診。 

 

・内服薬を飲ませ、エピペン

を準備する。 

・速やかに医療機関を受診

する。（救急車も考慮） 

・症状の進行が一つでもあれ

ばエピペンを使用。 

 

・上記の症状が一つでもあれば、

ただちにエピペンを使用 

・救急車を要請 

・AEDを準備する。 

・反応がなければ心肺蘇生 

・その場で安静を保つ。 

・可能なら内服薬を飲ませる。 

 
※軽度であっても保護者には早めに連絡する。主治医や学校医に連絡し、指示を受ける。 



【アナフィラキシー発生時の役割分担と救急対応】   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の異変に気づく（発見者） 

大声で人を呼ぶ！ 

近くにいる子供や大人に保健

室と職員室に連絡を依頼する。 

保健室（養護教諭） 
・救急セットを持って、現場にかけつける。 

・『食物アレルギー個人票』を用意。 

一次救命処置 

 

肩をたたきながら声をかける 

呼吸の確認 

呼吸がなければ、胸骨圧迫３０回、人工呼吸２回行う 

AED装着。電極パッドを貼り、以降は AED

のメッセージに従う。 

反応がなければ、119番通報と

AED搬送を依頼。 

呼吸があれば、気道確保し、救急隊をまつ。 

救急隊が到着するまで、心臓マッサージと人

工呼吸を続ける。 

 

 

30回 

２回 

西昇降口 

ポストの中！ 

職員室・校長室（管理職・教職員） 
・管理職に連絡する。 

・校内放送で、教職員を現場に集める。 

① 観察・応急処置 

・症状、意識状態、呼吸、

脈拍の確認。 

・主治医・校医に連絡し、

指示を受ける。 

・気道確保 

・心臓マッサージ 

 

④救急車要請・誘導 

・どこに誘導するか確

認しておく。 

・職員が付き添う 

②準備 

・内服薬の準備と介助 

・エピペン 

準備と使用・介助 

※注射をする際は、該当者

を複数人で抑える。 

・AED（西昇降口） 

・セーフティ OQ（保健室） 

③保護者へ連絡 

（保健資料は、保

健室ヒーター

横の棚） 

 

⑥記録 

・児童の状況、症状、処置などは時系列

で記録し、正確に管理職に報告する。 

⑤その他 

・他児童の 

管理 

 

江戸川区教育委員会へ一報を入れる。 指導室 ℡０３－５６６２－１６３５ 

 

栄養士（職員室） 
献立・成分表の確認 

給食対応の確認 

＊管理職が指示をし、現場教職員は 

①～⑥をできるだけ同時に行う 

●安全な場所を確保し、できるだけその場から動かさない。移動させる必要があるときは、横にして抱えるか、担

架で運ぶ。（頭を高くしないように注意。） 

●血圧の低下があるときには足を頭より高くした体位で寝かす。吐き気や嘔吐がある場合は、顔だけ横に向ける。 

 

＜持ち物＞ 

・経過記録・エピペン（使用済みも）・献立成

分表・保健資料・携帯電話 

・筆記用具・現金 

保険証持参 

＜事故時の放送＞  

緊急放送です。〇年～〇年の学年主任の先生は、○○（場所）に大至急集まってくださ

い。その他の先生は、各学年の児童管理をお願いします。 



救急車の要請方法   

 

 119番通報 

救急です。 

オペレータ：消防庁です。「火事ですか、救急ですか？」 

オペレータ：場所（住所）はどこですか？ 

江戸川区西葛西８－１６－１ 新田小学校です 

オペレータ：どうしましたか？ 

いつ、どこで、だれが、どうしたか、どんな状態か 

※「何時、○○で、○年生が、どうした。」 

「意識」、「呼吸」、「脈拍」、「アナフィラキシーの疑い」、「エピペンを打ったかどうか」 

 

 

オペレータ：あなたのお名前・電話番号は？ 

オペレータ：わかりました。救急車がむかいます。 

新田小学校の○○です。 

電話番号は、０３－３６７５－４６８１ 

学校の近くでサイレンをとめていただけますか。 


